






HB・セラミックス 
吸放湿試験結果報告書 

1. 試験概要 
・試験対象物：HB・セラミックス 

・試験期間：2024 年 1月 15日 ～ 2024 年 2月 5 日 

・目的：対象物の吸放湿性の確認 

・試験方法：一定の環境下で試験体を設置し、所定の時間間隔での重量測定を実施。重

量変化から水分量の変動を算出。 

2. 測定結果（代表値 n=1） 
測定結果より得られた水分量（g）の変動を以下に示します。時間経過とともに吸湿と

放湿を繰り返しており、対象物の調湿機能が確認できました。 

 

3. 考察 
・測定開始時（1月 15日）には水分量が 0.222g と低かったが、その後徐々に増加傾向

を示し、最大で 0.581g（1 月 31 日）に達した。 

・日中と夜間の温湿度変化に伴って、吸湿と放湿を繰り返していることが見受けられ

る。 

・測定期間中を通して全体的な水分量の変化が明瞭であり、HB・セラミックスの調湿

特性が視覚的に示された。 

4. 漆喰との比較 
HB・セラミックスの吸放湿特性は、漆喰と非常に似た効果が期待できます。漆喰も湿

度調整機能を持ち、室内の湿度が高くなると水分を吸収し、湿度が低くなると放湿する

特性があります。 

具体的な比較としては以下の点が挙げられます： 

・湿度調整機能：湿度が高くなると吸湿し、湿度が低くなると放湿して、室内の湿度を

一定に保つ点が漆喰と同様です。 

・快適な室内環境の維持：湿度の急激な変化を緩和することで、居住空間を快適に保つ

点が共通しています。 

・結露抑制：湿度を適切にコントロールすることで、壁や窓の結露を防ぐ効果があると



いう点も類似しています。 

このことから、漆喰と同様に、HB・セラミックスも室内の湿度を調整し、快適な環境

作りに貢献する素材として有望であるといえます。 

5. 結論 
本試験により、HB・セラミックスが時間の経過とともに周囲環境に応じた吸放湿挙動

を示すことが確認された。これは、室内環境の調湿材としての有効性を裏付ける結果で

あり、漆喰と同様の湿度調整機能を期待できる素材であると考えられる。 

結論


